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夏休みは、いっぱい遊んで思い出をつくろう！ 福島県広野町議会

議会の将来像を探る議会の将来像を探る

復興への新たな視点と可能性を復興への新たな視点と可能性を

議員定数に関する特別委員会設置議員定数に関する特別委員会設置

（定例会質疑）⑥

４議員が町政を問う（一般質問）⑩

（広野幼稚園）

生活環境や健康管理体制整備など生活環境や健康管理体制整備など

②

平成26年７月18日発行

議会だより
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平
成
26
年
６
月
定
例
会
を
、
６
月
12
日
か
ら
13
日
ま
で
の
会
期
で
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
平
成
26
年
度
補
正
予
算
を
中
心
に
条
例
の
改
正
な
ど
、
提
出
さ
れ
た
10
の
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
、
す
べ

て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
か
ら
「
議
員
定
数
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の
設
置
」
の
議
案
が
提
出
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、

渡
辺
久
長
委
員
長
と
門
馬
巧
副
委
員
長
を
選
任
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
一
般
質
問
で
は
４
人
の
議
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
町
の
対
応
や
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
。

６月
定例会

議員定数に関する特別委員会を設置

議会の を探る将来像
　議員定数は、議会活動の根幹をなすものです。

　図１のように、議会は町民の声を聞き伝え、

町長（行政）をチェックし、町の予算や条例を

決めます。

　この役割を果たすため、平成15年までは人

口規模に応じて定数が定められていましたが、

平成23年からは議会が自ら定数を決定できる

ようになりました。（図２）

　そこで今回、当町の人口の状況や財政の推移

などを考え、「議員定数に関する特別委員会」

を設置し、あらゆる角度から調査審議し、議員

定数の適正化を検討することとなりました。

　今後、委員会を開催し、議会が目指す将来像

を積極的に検討します。

　なお、特別委員会の委員は議長を除いた議員

11人です。

サッカーワールドカップ日本代表応援のためＴシャツを着て議会に臨む

■議員定数とは・・・ 

　町の条例で定められた議員数 

■現在の議員定数は・・・

　広野町議会議員定数条例

　広野町議会議員の定数は、地方自治法第 91 条第１項の規定に

より、12 人とする。

議員定数の現状（図２）

広野町議員定数の経過

18 人（昭和 28 年２月）

14 人（昭和 30 年４月）

12 人（平成 18 年３月）

平成 15 年以前は地方自治法で人口規模に応じて定数が
定められていた 
平成 15 年 法改正で定数の上限が定められていた 

（⇒上限内であれば、定数を自ら決定できる）
平成 23 年 法改正で定数の上限が撤廃された 

（⇒議会自らが定数を自由に決定できる）

議会が中心となって審議し、条例で定める

・予算や条例を決める

・行政をチェックする

・町民の声を伝える

・予算や条例を提案する

・予算を執行する

・町民の福祉の向上をはかる

・声を聞く

・報告する

・町民のた

めに仕事

をする
・選挙で選ぶ ・選挙で選ぶ

議会の役割（図１）



5 45 4

６

月

定

例

会

６

月

定

例

会
補正の結果
　会 計 名　　　　　 　　 　　補正額　　　　　 　　 （補正後の予算額）
一 般　　　　１億6496万円 �  （149億2989万円）
国 民 健 康 保 険 特 別    　　　　 　278万円 �  （    9億8378万円）
土 地 開 発 事 業 特 別　　　　　   2595万円 �  （  10億6285万円）
公共下水道事業特別　  　　         273万円 �  （    3億  845万円）
介 護 保 険 特 別　　　　          55万円 �  （    4億5997万円）

　

今
回
の
国
民
健
康
保
険

税
の
税
率
改
正
で
、
被
保

険
者
一
人
あ
た
り
の
税

額
が
、
医
療
費
分
が
４
・

３
％
、
後
期
高
齢
者
分
が

４
・
８
％
、
介
護
納
付
金

が
６
・
３
％
増
加
す
る
見

込
み
で
す
。

　

ま
た
、
前
年
度
に
引
続

き
、
一
部
転
入
者
を
除
い

た
被
保
険
者
に
国
保
税
は

全
額
減
免
措
置
さ
れ
、
今

回
の
改
正
に
伴
う
実
質
負

担
は
生
じ
ま
せ
ん
。

　

原
発
事
故
に
よ
る
長

引
く
避
難
生
活
で
、
国

保
税
を
払
う
こ
と
が
で

き
な
い
人
は
医
療
機
関

に
か
か
る
こ
と
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　

滞
納
す
る
人
に
は
資

格
証
明
書
が
出
さ
れ
、

医
療
費
を
全
額
払
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
う
す
る
と
医
療
機

関
に
か
か
ろ
う
と
す
る

人
も
減
っ
て
き
ま
す
。

　

一
般
会
計
か
ら
繰
り

入
れ
て
、
町
民
の
負
担

を
で
き
る
だ
け
少
な
く

す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

原
発
事
故
に
よ
る
避
難

生
活
で
生
活
が
変
わ
っ
た

こ
と
は
高
齢
者
に
と
っ
て

負
担
が
大
き
い
と
言
え
る

の
も
事
実
で
す
。

　

あ
る
程
度
、
払
え
る
能

力
の
あ
る
方
は
払
っ
て

い
く
こ
と
を
前
提
に
普

段
の
生
活
に
戻
っ
て
い

く
こ
と
も
大
事
な
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
少
し
で
も
予

防
に
力
を
入
れ
て
い
き
、

一
人
一
人
の
健
康
を

守
っ
て
い
く
こ
と
を
求

め
ま
す
。

遠
藤　
　

浩

小
磯　

利
雄

北
郷　

幹
夫

門
馬　
　

巧

渡
邉　

正
俊

黒
田　

政
徳

渡
辺　

久
長

塩　
　

史
子

坂
本　

紀
一

普
段
の
生
活
に
戻
る
こ
と
が
大
事

一
般
会
計
か
ら
繰
り
入
れ
て
負
担
を
減
ら
す
べ
き

討　

論

賛
　
成

反
　
対

畑
中　

大
子

門
馬
ま
り
え

国
保
税
引
き
上
げ
案
を
可
決
賛成 10

反対 １

国保に関するパンフレット

こんなことが 決まりました

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
に
池
田
政
明
氏
を
選
任
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

副
町
長
の
給
与
削
減
率

を
15
％
か
ら
５
％
に
変
更
す

る
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

県
と
の
連
携
強
化

に
期
待

人
事
案
件
に
全
員

が
同
意

固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
に
再
任

池い
け

田だ　

政ま
さ

明あ
き 

氏

（
大
字
折
木
）

主な内容
○総合グラウンド施設管理費 （スタンド改修など） �  3778万円
○道路維持補修費（町内道路維持補修） �  1220万円
○防災備蓄倉庫整備事業費（防災備蓄倉庫の調査など） �  1138万円
○農業振興事業費 （豪雪災害のビニールハウス再建など） �  1197万円

※金額は、全て千円以下を切り捨てて表示しています。

完成に向けて工事が進む１工区 内装が終了した２工区

工事の名称（変更なし）
　災害公営住宅建築（１工区）工事

施行場所（変更なし）
　下浅見川字桜田地内

工事請負代金
　７億 6545 万円を

　７億 7202 万 9360 円に変更

　（657 万 9360 円の増額）

　【理由】消費税率の引き上げなどによるもの

請負者（変更なし）
　常磐開発・西本建設特定建設工事企業体

工事の名称（変更なし）
　災害公営住宅建築（２工区）工事

施行場所（変更なし）
　下浅見川字桜田地内

工事請負代金
　２億 3940 万円を

　２億 3625 万 7350 円に変更

　（314 万 2650 円の減額）

　【理由】残土処理方法の変更などによるもの

請負者（変更なし）
　田中・五社山特定建設工事企業体

工期内完成に向け進む工事
災害公営住宅建築（１工区）工事と（２工区）工事の契約金額の変更を可決しました。

６月補正予算
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質

疑

北
郷
幹
夫
議
員

　

防
災
備
蓄
倉
庫
の
設
置

場
所
は
ど
こ
で
す
か
。

　

ま
た
、
大
き
さ
は
ど
の

く
ら
い
で
す
か
。

根
本
環
境
防
災
課
長

　

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
東
側

駐
車
場
の
一
部
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

　

規
模
は
２
０
０
坪
の
倉

庫
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

防
災
備
蓄
倉
庫
の
設
置
場
所
は

防災備蓄倉庫建設が予定されるグラウンド東側駐車場

復
興
へ
の
取
り
組
み　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

新
た
な
視
点
や
可
能
性
を
探
れ

　

６
月
定
例
会
の
質
疑
で
は
、
復
興
の
取
り
組
み
な
ど
、
議
員
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
や
要
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
な
か
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

６月定例会

質疑

坂
本
紀
一
議
員

　

副
町
長
の
給
与
減
額
率

を
減
ら
す
と
同
時
に
町
長

の
給
与
削
減
率
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
理

由
と
は
何
で
す
か
。

遠
藤
町
長

　

特
別
職
報
酬
等
審
議
会

の
審
査
に
も
と
づ
く
も
の

で
、
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

副
町
長
は
元
県
職
員
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
給

与
を
相
対
的
に
整
え
た
も

の
で
す
。

町
長
給
与
の
減
額
率
も
減
ら
せ
な
い
の
か

小
磯
利
雄
議
員

　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

は
例
規
集
が
載
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　

憲
法
は
じ
め
県
条
例
と

同
様
に
一
番
身
近
な
町
条

例
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
く
だ
さ
い
。

大
和
田
総
務
課
長

　

例
規
集
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
す
る
準
備
を
し

て
い
ま
す
。

　

し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ

さ
い
。

例
規
集
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
せ
よ町の行事やお知らせを掲載する町ホームページ

坂
本
紀
一
議
員

　

超
過
勤
務
は
あ
く
ま
で
、

管
理
者
に
命
令
権
が
あ
る

は
ず
で
す
。

　

３
月
の
当
初
予
算
で
計

上
し
て
、
ま
た
６
月
で
計

上
す
る
と
い
う
の
は
ど
う

い
う
見
方
を
す
れ
ば
い
い

の
で
す
か
。

大
和
田
総
務
課
長

　

超
過
勤
務
は
管
理
者
の

命
令
の
も
と
に
行
う
も
の

で
す
。

　

当
初
予
算
は
業
務
量
と

は
別
に
一
律
４
％
で
計
上

し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
今
後
の
業
務

量
発
生
見
込
み
を
含
め
て

計
上
し
た
も
の
で
す
。

超
過
勤
務
手
当
の
あ
り
方
と
は

塩　

史
子
議
員

　

原
発
事
故
以
来
、
６
号

線
や
ふ
る
さ
と
農
道
の
交

通
量
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
農
道
と
北
迫

線
が
交
わ
る
部
分
の
道
路

整
備
の
た
め
、
震
災
後
、

地
権
者
と
交
渉
し
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
。

坂
本
建
設
課
長

　

震
災
後
に
交
渉
は
し
て

い
ま
せ
ん
。

　

全
体
的
な
道
路
環
境
整

備
の
あ
り
方
も
踏
ま
え

て
、
努
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

ふ
る
さ
と
農
道
の
整
備
に
努
め
よ

第２回臨時会 軽自動車税が上がります
　４月 11 日に第２回臨時会
を開きました。
　ここでは、税条例の改正の
専決処分や工事請負契約、補
正予算について、全会一致で
可決しました。

　なお、税条例の改正で軽自
動車税の税率が上がります。
　身近な軽自動車（４輪以上）
を取り上げた表は、下のとお
りです。

軽自動車税の税率表（一部）
課税年度

平成26年度

平成 27 年度 平成 28 年度

最初に車両番号指定を
受けた時期

平成 27 年
３月 31 日
以前

平成 27 年
４月１日
以降

平成 14 年
以前

平成15年～
平成 27 年
３月 31 日

平成 27 年
４月１日
以降

軽自動車
４輪
以上

乗　用
営業用

5500 円 5500 円 6900 円 8200 円 5500 円 6900 円

乗　用
自家用

7200 円 7200 円 10800 円 12900 円 7200 円 10800 円

貨物用
営業用

3000 円 3000 円 3800 円 4500 円 3000 円 3800 円

貨物用
自家用

4000 円 4000 円 5000 円 6000 円 4000 円 5000 円

その他に可決した議案

工事の名称　常磐線広野・木戸間久保田こ道

橋新設工事

施 行 場 所　下北迫字久保田地内

協定の年度　平成 26 年度

協定の金額　１億 7150 万円

協定の相手　東日本旅客鉄道株式会社

工事の名称（変更なし）
　苗代替地区造成宅地滑動崩落緊急対策工事
施行場所（変更なし）
　下北迫字苗代替地内
工事請負代金
　１億 843 万 350 円を
　１億 320 万 3450 円に変更
　（522 万 6900 円の減額）
　【理由】土を購入する必要がなくなったため
請負者（変更なし）
　横山・西武特定建設工事企業体
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委

員

会

報

告

委

員

会

報

告

委員 会報告
委員会の活動 状況を報告します。

将
総務文教

来
80
人
の
雇
用
を
予
定

復
興
に
向
け
た
造
成
事
業

工
特別委員会

事
早
期
完
了
に
取
り
組
め

減
容
化
施
設
に
係
る
進
捗
状
況

月
総務文教

別
・
年
度
別
タ
イ
ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
提
示

中
高
一
貫
校

昨
産業厚生

年
を
上
回
る
成
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
を

平
成
26
年
産
米
の
作
付
け

総務文教常任委員会

産業厚生常任委員会

東日本大震災災害復興
に関する特別委員会

今年作付けされた水田

　

駅
東
側
開
発
整
備
第
Ⅰ

期
用
地
取
得
状
況
は
、
16

件
中
14
件
を
取
得
。
未
契

約
の
２
件
は
今
後
契
約
さ

れ
る
と
の
報
告
で
し
た
。　

　

造
成
土
地
は
賃
貸
で
、

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ
関
連
企
業

の
Ｍ
Ｄ
Ｐ
株
式
会
社
が
本

年
７
月
操
業
開
始
し
、
当

面
20
人
、
将
来
80
人
の
雇

用
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

中
高
一
貫
校
予
定
地
の

土
取
り
場
は
４
人
の
地
権

者
全
て
契
約
が
完
了
し
、

宅
地
造
成
に
必
要
な
開
発

行
為
許
可
申
請
が
26
年
７

月
に
申
請
予
定
と
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
復
興
事
業
を

予
定
通
り
推
進
す
る
よ
う

要
請
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
中
高
一
貫
校

に
係
る
説
明
会
を
11
回
、

延
べ
３
９
４
人
参
加
の
も

と
実
施
。
今
後
の
取
り
組

み
と
し
て
、
中
学
校
を
小

学
校
北
校
舎
に
移
設
、
改

修
工
事
・
搬
入
を
経
て
８

月
25
日
、
２
学
期
始
業
日

を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
の
説
明
で
あ
っ
た
。

　

委
員
会
は
、
全
国
注
目

の
中
高
一
貫
校
で
あ
り
、

理
解
を
得
る
た
め
、
月

別
・
年
度
別
タ
イ
ム
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
提
示
す
る
よ

う
提
言
し
ま
し
た
。

次
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

①
種
籾
の
配
布
期
限

②
電
気
柵
の
申
し
込
み
状

況③
農
薬
助
成
金
受
領
書
の

取
り
扱
い

　

委
員
会
は
本
格
作
付
け

２
年
目
で
作
付
け
戸
数
、

面
積
は
微
増
に
と
ど
ま
っ

た
こ
と
か
ら
、
昨
年
の
経

験
実
績
に
裏
打
ち
さ
れ
た

情
報
を
綿
密
、
迅
速
、
的

確
に
発
信
し
、
昨
年
を
上

回
る
成
果
が
得
ら
れ
る
よ

う
、
な
お
一
層
行
政
力
の

発
信
を
適
宜
的
確
に
努
め

る
よ
う
提
言
し
ま
し
た
。

平成26年５月14日　開催

平成26年５月13日　開催　

平成26年５月20日　開催

県
総務文教

の
復
興
住
宅
41
戸
を
本
町
に
受
け
入
れ

帰
町
促
進
を
図
る
た
め
の
取
り
組
み

　

災
害
公
営
住
宅
の
入
居

は
、
１
次
・
２
次
募
集
を

行
い
48
戸
入
居
者
が
決
定

し
、
本
入
居
の
手
続
き
を

進
め
る
と
の
説
明
で
し

た
。

　

町
長
よ
り
町
営
住
宅
修

繕
は
「
強
い
信
念
で
26
年

度
内
に
完
成
さ
せ
る
。」

と
の
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
双
葉
郡
民
を
受

け
入
れ
る
県
の
復
興
住
宅

41
戸
を
本
町
に
受
け
入
れ

た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

委
員
会
は
本
年
度
内
の

町
営
住
宅
修
繕
と
復
興
住

宅
建
設
を
合
わ
せ
た
１
９

０
戸
の
完
成
は
、
本
町
復

興
に
大
き
く
影
響
す
る
た

め
、
計
画
を
し
っ
か
り
と

前
進
さ
せ
る
よ
う
提
言
し

ま
し
た
。

工
産業厚生

程
管
理
を
し
っ
か
り
と

災
害
公
営
住
宅
建
設

　

第
１
・
第
２
工
区
と
も

ほ
ぼ
工
程
通
り
進
捗
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　

近
年
は
ペ
ッ
ト
も
家
族

と
の
考
え
方
も
一
般
的
で

あ
る
こ
と
か
ら
検
討
が
必

要
で
な
い
か
な
ど
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
町
民
が
一

日
も
早
い
完
成
を
期
待
し

て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
、

工
期
内
完
成
に
向
け
、
更

な
る
努
力
を
さ
れ
る
よ
う

提
言
し
ま
し
た
。

　

敷
地
造
成
工
事
は
７
月

末
に
造
成
工
事
完
了
見
込

み(

当
初
５
月
末)

と
の

こ
と
。

　

工
事
完
了
時
期
に
つ
い

て
前
倒
し
で
き
な
い
か
事

業
者
と
協
議
中
で
、
で
き

る
だ
け
早
期
完
了
に
向
け

て
取
り
組
ん
で
い
る
と
の

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
処
理
完
了

時
期
が
遅
れ
な
い
こ
と
と

減
容
化
処
理
終
了
後
は
残

り
物
を
素
早
く
処
理
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。

環
特別委員会

境
に
配
慮
し
た
計
画
を

ふ
く
し
ま
広
野
町
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電

　

折
木
字
南
沢
に
官
民
連

携
の
事
業
主
体
で
太
陽
光

発
電
を
建
設
し
、
町
の
収

入
貢
献
の
ほ
か
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
教
育
施
設
と
し
て
機

能
さ
せ
る
と
の
説
明
が
あ

り
ま
し
た
。

　

委
員
会
は
、
土
砂
崩
落

等
防
災
面
や
環
境
に
配
慮

し
た
計
画
を
推
進
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。

　　　　　　校庭を元気よく走る小学生　

れる減容化施設早期完成が望ま

中高一貫校建設予定地では土取り工事が始まる



本
賠
償
未
請
求
者
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
は

遠
藤
町
長
／
未
請
求
者
解
消
に
努
め
る

平
成
26
年
５
月
15

日
現
在
、
東
京
電

力
の
調
べ
で
は
、
本
賠
償
未

請
求
者
が
１
５
１
人
で
す
。

　

町
が
保
有
す
る
住
民
情
報

と
東
京
電
力
が
保
有
す
る
請

求
者
情
報
を
照
ら
し
合
わ
せ
、

仮
払
賠
償
金
を
請
求
し
て
い

な
い
方
の
特
定
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

得
ら
れ
た
結
果
を
も
と
に
、

未
請
求
者
に
対
し
働
き
か
け
、

原
子
力
損
害
賠
償
未
請
求
者

解
消
に
努
め
ま
す
。

福
島
第
一
原
発

事
故
の
本
賠
償

未
請
求
者
は
、
何
人
で
す

か
。

　

賠
償
請
求
権
の
時
効
の

問
題
が
あ
る
な
か
で
、
町

と
し
て
は
、
ど
の
よ
う
な

フ
ォ
ロ
ー
を
考
え
て
い
ま

す
か
。

北
郷

町
長

北郷　幹夫 議員

特別養護老人ホーム　リリー園

診
療
所
開
設
の
見
通
し
は

遠
藤
町
長
／
協
議
を
開
始
し
た
と
こ
ろ

５
月
27
日
に
双
葉

郡
内
の
副
町
長
、

双
葉
郡
医
師
会
長
、
福
島
県

地
域
医
療
課
長
な
ど
で
構
成

す
る
双
葉
郡
医
療
体
制
検
討

委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
第
一

回
の
会
議
を
行
い
、
協
議
を

開
始
し
ま
し
た
。

　
「
リ
リ
ー
園
」
は
、

葉
町

の
帰
町
開
始
後
、
早
い
時
期

に
再
開
し
た
い
意
向
で
す
。

双
葉
地
方
町
村

会
は
、
県
立
の

仮
設
診
療
所
を

葉
町
に

設
置
す
る
方
針
を
決
め
、

県
は
検
討
委
員
会
を
設
置

し
、
開
所
後
の
診
療
の
在

り
方
を
検
討
す
る
と
し
て

い
ま
す
。

　

具
体
的
な
検
討
委
員
会

の
推
進
状
況
は
、
ど
う

な
っ
て
い
ま
す
か
。

　

ま
た
、
広
野
町
と

葉

町
で
設
立
し
た
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム「
リ
リ
ー
園
」

の
施
設
開
設
の
見
通
し
は

い
つ
で
す
か
。

北
郷

町
長

農
業
用
た
め
池
を
除
染
せ
よ

遠
藤
町
長
／
実
現
に
向
け
取
り
組
む

①
底
土
は
、
す
べ

て
の
箇
所
で
セ
シ

ウ
ム
が
検
出
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
水
質
は
、
水
道
水

中
の
放
射
性
物
質
に
係
る
管

理
目
標
値
で
あ
る
10
ベ
ク
レ

ル
／
㎏
を
下
回
る
２
ベ
ク
レ

ル
／
㎏
以
下
で
す
。

②
環
境
省
は
、
水
に
よ
る
遮
へ

い
効
果
で
住
民
へ
の
健
康
リ

ス
ク
も
多
く
な
い
こ
と
か
ら
、

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
の
継
続
・
強

化
の
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
交
付
金
事
業
も
必
ず
し

も
町
全
て
の
た
め
池
が
対
象
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

農
業
た
め
池
の

①
底
土
の
セ
シ

ウ
ム
調
査
結
果
は
ど
う
で

す
か
。

②
除
染
実
施
計
画
は
、
ど

う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

北
郷

町
長汚染拡散防止のための

シルトフェンス（西の沢ため池）

11

一

般

質

問

1010

追
跡
レ
ポ
ー
ト

４
人
の
議
員
が

町
政
を
問
う

追跡
レポート

あの質問 どうなった？
　議員の質問・提言に答える町執行部、その答弁がその後ど

うなったのか？　どう町政に反映させているのか、対応を追

跡しました。

　一般質問は、公の場である議会で、

議員が議題に関係なく、町長の考え

方や町政の執行状況について事実の

説明を求めたり、所信を問いただす

ものです。

一般質問席（広野町議会議場）

町内に建設中の住宅（大吹地区分譲地）

●平成24年12月定例会● 一般質問

門 馬 ま り え 議員

帰還に向けた取り組みは

安心して暮らせる環境を整備

宅配サービスがスタート・歯科医も再開

　帰還に向けた住民説明会を開催しましたが、

今後はどのような取り組みが必要ですか。

　広野町商工会の宅配サービス「みかんちゃん」

は、商工会の取扱店で1,000円以上の買い物で

あれば電話による注文ができ、配達料金が無料

です。

　また、休止していた新妻歯科医院は、７月か

ら毎週木曜日の診療を再開しました。

宅配サービスをお知らせするステッカー

　放射能への不安や商店や医療機関の再開など

日常生活の不便さを解決するため国や県と協

議・要望を行います。



帰
町
要
請
を
す
る
考
え
は
あ
る
か

遠
藤
町
長
／
早
期
帰
町
を
求
め
る
と
い
う
一
方
的
な
も
の
で
は
な
い

町
民
が
戻
れ
る

環
境
を
整
え
る
こ

と
が
、
帰
町
に
繋
が
る
と
確

信
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
が
目
指
す
べ
き

帰
町
は
、
単
に
町
民
に
対
し

て
早
期
帰
町
を
求
め
る
と
い

う
一
方
的
な
も
の
で
は
な
く
、

町
民
が
広
野
町
に
帰
り
た
い

と
心
か
ら
願
う
よ
う
な
「
幸

せ
な
帰
町
」
で
あ
る
べ
き
と

考
え
ま
す
。

　

本
年
秋
を
目
途
に
復
興
に

向
け
た
セ
レ
モ
ニ
ー
を
開
催

し
、
来
年
春
に
向
け
て
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

多
く
の
町
民
が

い
わ
き
市
を
中

心
に
避
難
し
て
い
る
の
が

実
態
で
す
。　

　

帰
れ
な
い
要
因
は
商
店

が
な
い
、
医
者
が
い
な

い
、
放
射
線
が
怖
い
、
作

業
員
宿
舎
が
あ
り
見
知
ら

ぬ
人
が
多
く
住
ん
で
居
る

な
ど
、
こ
れ
ら
は
早
急
に

解
決
で
き
る
問
題
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
こ
と
を
踏
ま
え
て

町
長
は
、
町
民
に
対
す
る

帰
町
要
請
の
有
無
と
時
期

を
尋
ね
ま
す
。

町
長

門馬　巧 議員

畑中　大子 議員

地
方
教
育
行
政

法
改
正
案
は
教

育
委
員
会
の
あ
り
方
を
変

え
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。

　

政
治
的
中
立
性
を
保
つ

上
で
、
今
後
の
広
野
町
教

育
委
員
会
に
必
要
な
姿
勢

は
何
で
す
か
。

教
育
長
は
も
と

よ
り
個
々
の
教

育
委
員
と
し
て
の
資
質
の

向
上
に
努
め
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

教
育
委
員
会
に
必
要
な
姿
勢
と
は

浅
野
教
育
長
／
資
質
向
上
に
努
め
る
こ
と

教
育
長

畑
中

門
馬

避難先からの帰町を考える国際シンポジウム（６月 15 日　公民館）

①
旧
緊
急
時
避

難
準
備
区
域
の

精
神
的
賠
償
の
復
活
継
続

は
、
な
ぜ
、
未
だ
に
具
体

的
な
検
討
が
さ
れ
な
い
の

で
す
か
。

②
区
域
の
線
引
き
で
、
賠

償
に
差
を
つ
け
て
い
る
こ

と
に
抗
議
の
意
志
を
表
し

て
い
る
の
で
す
か
。

③
広
野
町
も
Ａ
Ｄ
Ｒ
で
賠

償
請
求
す
べ
き
だ
と
の
声

も
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ａ
Ｄ
Ｒ
に
取
り
組
む
べ

き
で
は
な
い
で
す
か
。

①
様
々
な
機
会

で
国
や
政
府
、

原
子
力
損
害
賠
償
紛
争
審

査
会
に
対
し
て
、
継
続
を

求
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
未
だ
に
回
答

を
得
て
い
ま
せ
ん
。

②
平
成
26
年
５
月
28
日
に

は
文
部
科
学
省
事
務
次
官

に
要
望
を
し
ま
し
た
。

　

継
続
的
に
働
き
か
け
を

行
い
ま
す
。

③
Ａ
Ｄ
Ｒ
に
特
化
し
た
取

り
組
み
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。

原
発
事
故
の
賠
償
継
続
を
求
め
よ

遠
藤
町
長
／
要
望
を
続
け
る

町
長

畑
中

①
家
屋
除
染

後
、
線
量
調
査

は
行
わ
れ
て
い
ま
す
か
。

②
除
染
さ
れ
て
い
な
い
土

地
を
除
染
す
る
に
は
そ
の

所
有
者
の
許
可
が
い
る
と

考
え
ま
す
が
、
除
草
の
実

施
は
で
き
る
の
で
は
な
い

で
す
か
。

①
線
量
調
査
を

年

２

回

実

施

し
、
結
果
を
家
屋
所
有
者

等
に
報
告
し
て
い
ま
す
。

②
除
草
で
も
所
有
者
か
ら

同
意
を
得
な
け
れ
ば
実
施

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

未
同
意
家
屋
等
所
有
者
に

対
し
、
継
続
的
に
除
染
実
施

の
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
。

除
染
が
行
わ
れ
て
い
な
い
土
地
の
対
応
は

遠
藤
町
長
／
継
続
的
に
除
染
実
施
の
お
願
い
を
し
て
い
る

町
長

畑
中

①
平
成
29
年
３

月
ま
で
の
家
賃

を
全
額
減
免
と
し
た
災
害

公
営
住
宅
で
す
が
、
敷
金

の
３
カ
月
分
を
徴
収
す
る

と
い
う
の
は
事
実
で
す
か
。

　

徴
収
し
な
い
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

②
48
軒
分
で
敷
金
の
合
計

額
が
ど
の
く
ら
い
に
な
る

の
で
す
か
。

　

ま
た
、
被
災
し
て
ほ
と

ん
ど
も
の
を
失
っ
た
人
々

に
、
負
担
を
求
め
ず
、
す

べ
て
無
料
に
す
べ
き
で
は

な
い
で
す
か
。

①
家
賃
は
全
額

減
免
で
す
が
、

敷
金
は
条
例
に
あ
る
と
お

り
、
納
付
い
た
だ
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

②
現
在
、
入
居
の
仮
申
込

の
段
階
で
、
確
定
し
て
い

ま
せ
ん
の
で
申
し
上
げ
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

条
例
で
、
他
の
町
営
住

宅
入
居
者
か
ら
も
同
様
に

敷
金
を
お
預
か
り
し
て
い

ま
す
。

敷
金
を
無
料
に
す
べ
き
で
は

遠
藤
町
長
／
条
例
の
と
お
り
納
付
い
た
だ
く

町
長

畑
中

仮
設
庁
舎
建
設
を
計
画
せ
よ

遠
藤
町
長
／
旧
庁
舎
を
含
め
職
場
環
境
の
整
備
に
努
め
る

支
援
職
員
に
も

机
を
配
置
し
て
い

る
た
め
、
窮
屈
で
す
が
、
庁

舎
内
を
整
理
し
対
応
し
て
い

ま
す
。

　

既
設
の
旧
庁
舎
を
含
め
た

総
体
的
な
職
場
環
境
の
整
備

に
努
め
る
考
え
で
す
。

通
常
業
務
に
復

興
業
務
が
重
な

り
職
員
は
か
な
り
の
オ
ー

バ
ー
ワ
ー
ク
状
態
で
す
。

　

業
務
量
が
増
え
、
職
員

が
増
え
、
書
類
が
増
え
、

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
が
増
え
て

職
員
間
の
通
路
が
狭
く

な
っ
て
い
る
の
が
実
情
で

す
。

　

こ
れ
の
解
消
を
図
る
た

め
早
急
に
仮
設
庁
舎
の
建

設
を
計
画
す
べ
き
で
は
な

い
で
す
か
。

町
長

門
馬

機構改革でフロア内の移動がありました
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来春から教育委員会制度が変わります



小磯　利雄 議員

①
大
型
商
業
施

設
出
店
の
具
体

的
話
は
ど
う
な
り
ま
し
た

か
。

②
安
全
・
安
心
を
前
提
に

放
射
線
物
質
の
除
染
作
業

を
実
施
、「
子
供
の
笑
顔

見
え
る
街
」
に
つ
い
て
町

民
の
評
価
は
得
て
い
る
の

か
。

③
町
長
が
約
束
さ
れ
た
毎

月
10
万
円
の
精
神
的
賠
償

は
い
つ
頂
け
ま
す
か
。

商
業
施
設
出
店
は
ど
う
な
っ
た

遠
藤
町
長
／
内
容
が
整
い
次
第
報
告

小
磯

①
現
在
も
継
続

的
に
協
議
し
て

い
ま
す
。

　

内
容
が
整
い
次
第
、
報

告
し
ま
す
。

②
除
染
の
進
捗
に
合
わ

せ
、
就
学
者
数
、
幼
・
小
・

中
学
生
合
計
１
０
０
人
が

平
成
25
年
度
に
１
３
５

人
、

平

成

26

年

度

は

１
８
０
人
と
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。

③
旧
緊
急
時
避
難
準
備
区

域
の
精
神
的
損
害
賠
償
の

継
続
、
あ
り
方
を
国
や
政

府
、
原
子
力
損
害
賠
償
紛

争
審
査
会
に
対
し
継
続
的

に
働
き
か
け
ま
す
。

町
長

実
質
国
費
１
０

０
％
で
の
「
ほ

場
整
備
事
業
」
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

　

町
内
全
域
に
導
入
す
べ

き
と
考
え
ま
す
が
、
町
は

ど
う
し
ま
す
か
。

ほ
場
整
備
を
図
れ

遠
藤
町
長
／
事
業
実
施
に
取
り
組
む

小
磯

町
内
に
農
地
を

所
有
し
て
い
る

地
権
者
に
、
ほ
場
整
備
事

業
の
説
明
を
行
い
、
意
見

要
望
な
ど
を
集
約
し
、県
、

町
土
地
改
良
区
と
連
携
を

図
り
、
事
業
実
施
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

町
長

①
31
年
度
か
ら

使
用
予
定
の
本

校
舎
施
設
、
１
８
０
人
の
宿

泊
施
設
、
農
場
な
ど
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
尋
ね
ま
す
。

②
中
高
一
貫
校
経
営
計
画

と
し
て
、
目
指
す
学
校
像

と
目
標
お
よ
び
方
策
に
つ

い
て
説
明
く
だ
さ
い
。

③
県
内
14
大
学
が
連
携
を

希
望
し
、
郡
内
中
学
校
、

地
域
な
ど
と
の
連
携
が
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
初

年
度
か
ら
大
丈
夫
で
す
か
。

中
高
一
貫
校
の
目
標
と
は

浅
野
教
育
長
／
応
用
力
、
課
題
解
決
力
、
実
践
力
を
重
視

小
磯

①
本
校
舎
は
、

総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
西
側
土
取
り
跡
地
を
予

定
し
、
平
成
27
年
度
に
設

計
、
28
年
度
に
造
成
、
29

年
度
か
ら
30
年
度
に
建
設

工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

　

ま
た
、
宿
泊
施
設
は
、

小
学
校
北
側
に
仮
設
の
宿

泊
施
設
を
検
討
し
、
農
場

教
育
長

な
ど
は
、
二
ツ
沼
総
合
公

園
内
の
体
験
農
園
施
設
の

使
用
を
検
討
し
て
い
ま

す
。

②
目
指
す
学
校
像
は
、
地

域
の
復
興
に
主
体
的
・
協

働
的
に
関
わ
る
人
材
・
日

本
や
世
界
を
舞
台
に
社
会

に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育

成
で
す
。

　

目
標
は
、
各
々
の
個
性

や
能
力
等
の
伸
長
を
目
指

す
と
と
も
に
、
応
用
力
、

課
題
解
決
力
、
実
践
力
を

重
視
し
た
教
育
内
容
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

方
策
は
、「
進
学
を
目

指
す
系
列
」「
ト
ッ
プ
ア
ス

リ
ー
ト
を
目
指
す
系
列
」

「
職
業
人
を
目
指
す
系
列
」

の
３
つ
の
系
列
を
持
つ
総

合
学
科
の
高
校
で
す
。

③
「
ふ
る
さ
と
創
造
学
」

を
通
し
て
郡
内
中
学
校
、

地
域
等
と
の
連
携
活
動
を

行
う
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

①
年
度
別
契
約

件
数
・
契
約
者

総
数
と
総
面
積
、
50
年
契

約
期
間
満
了
件
数
と
契
約

者
総
数
を
尋
ね
ま
す
。

②
平
成
21
年
11
月
16
日
議

会
調
査
特
別
委
員
会
の
意

見
集
約
で
契
約
当
事
者
で

も
あ
る
町
は
ど
う
判
断
さ

れ
対
応
さ
れ
ま
し
た
か
。

部
分
林
契
約
へ
の
対
応
は

遠
藤
町
長
／
特
別
委
員
会
の
結
論
に
よ
り
対
応

小
磯

①
大
正
９
年
度

に
１
件
、
昭
和

20
年
度
に
３
件
、
29
年
度

に
11
件
、32
年
度
に
１
件
、

33
年
度
に
10
件
、39
年
度
、

40
年
度
、
44
年
度
に
そ
れ

ぞ
れ
１
件
、
47
年
度
に
３

件
、
49
年
度
、
51
年
度
に

そ
れ
ぞ
れ
１
件
、
56
年
度

に
２
件
、
59
年
度
に
３

件
、
60
年
度
に
５
件
、
61

年
度
に
２
件
、
平
成
２
年

度
、
８
年
度
に
そ
れ
ぞ
れ

１
件
、
17
年
度
に
２
件
、

19
年
度
に
８
件
、
20
年
度

に
１
件
で
す
。

町
長

　

ま
た
、
契
約
月
日
が
確

認
で
き
な
い
も
の
が
５
件

あ
り
ま
す
。（
契
約
件
数

64
件
）

　

契
約
者
総
数
は
、
延
べ

１
８
７
６
人
で
す
。

　

面
積
は
、
３
１
６
万

８
１
７
８
㎡
で
す
。

　

50
年
契
約
期
間
満
了
件

数
は
、
56
件
で
、
契
約
者

総
数
は
延
べ
１
８
６
９
人

で
す
。

②
平
成
21
年
11
月
16
日
開

催
の
広
野
町
議
会
部
分
林

の
対
応
に
関
す
る
調
査
特

別
委
員
会
第
４
回
に
お
い

て
、「
公
売
に
付
す
。」「
評

価
し
て
調
査
経
費
を
控
除

後
買
い
上
げ
る
。」「
契
約

期
間
の
延
長
」
の
３
通
り

の
方
法
で
対
応
す
る
と
し

た
結
論
を
尊
重
し
た
い
と

考
え
ま
す
。

通勤・通学に合わせたダイヤを要望

福島県町村議会議長会より表彰

坂本　紀一　議員 黒田　政徳　議員 渡邉　正俊　議員

住民福祉の向上に貢献
　地方自治の振興発展に貢献された功績で
20年以上在職者特別功労者　坂本紀一議員
が、また、11年以上在職者の自治功労者　
黒田政徳議員　渡邉正俊議員が表彰を受け
ました。

　５月22日に福井県小浜市議会の原子力発

電所安全対策特別委員会が町へ視察に来ら

れました。

　小浜市は大飯原発から20㎞圏、高浜原発

から30㎞圏に含まれ、美浜原発からは東半

分ほどが30㎞圏内にある自治体です。

　原子力発電所事故時の対応状況や、復興

に向けた取り組みを視察されました。

小浜市議会が来庁

　議会は５月28日、町と連名で東日本旅
客鉄道株式会社（ＪＲ東日本）水戸支社
に対して要望書を提出しました。
①東日本大震災後ＪＲいわき駅止まりと
なっているＪＲ常磐線特急列車「スーパー
ひたち」の広野駅乗り入れ再開
②いわき駅発広野駅着の常磐線下りダイ
ヤで生徒、学生の帰宅時間でもある午後
６時台の増便

要望する鈴木議長（右から２番目）と渡辺副議長（右端）

小浜市議会が来町
　　　～事故対応や復興を視察～
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昨
年
度
は
無
我
夢
中
で
の
農

作
業
で
し
た
。

　

本
格
的
作
付
２
年
目
の
今
年

は
、
少
し
余
裕
が
で
き
、
面
積

も
増
や
し
て
み
た
。

　

し
か
し
町
全
体
を
見
る
と
田

畑
の
荒
廃
が
目
立
ち
、
震
災
以

前
の
風
景
に
戻
し
た
い
。

　

除
草
や
農
地
の
保
全
の
た
め

に
は
、
町
と
の
連
携
を
と
り
な

　

平
成
26
年
の
梅
雨

は
、
７
月
に
入
っ
て
も

続
い
て
い
ま
す
。

　

気
温
も
あ
ま
り
高
く

な
い
状
況
で
す
が
、
稲

の
生
育
は
順
調
で
し
ょ

う
か
。

　

田
ん
ぼ
で
は
、
に
ぎ

や
か
な
カ
エ
ル
の
声
が

聞
こ
え
て
く
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、
昔
な
が
ら
の

季
節
感
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

広
野
町
の
復
興
が
ど

の
程
度
進
ん
で
い
る

か
、
帰
還
し
た
人
も
、

そ
う
で
な
い
人
も
、
大

き
な
関
心
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

一
番
問
題
な
の
は
商

業
施
設
が
た
り
な
い
こ

と
と
、
高
齢
者
世
帯
だ

け
の
帰
還
で
は
生
活
が

成
り
立
た
な
い
こ
と
だ

と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
原
発
事
故
の

収
束
が
う
ま
く
行
っ
て

い
な
い
こ
と
や
賠
償
へ

の
不
信
感
が
根
底
に
あ

り
ま
す
。

　

６
月
議
会
後
に
は
、

石
原
環
境
大
臣
の
「
金

目
」
発
言
が
あ
り
、
双

葉
郡
・
県
民
の
怒
り
を

か
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
原
発
事
故

を
通
じ
て
、
国
策
が
い

か
に
私
た
ち
の
生
活
を

左
右
す
る
か
、
を
実
感

し
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

今
回
、
町
の
議
員
定

数
を
考
え
る
特
別
委
員

会
を
設
置
し
ま
し
た

が
、
地
方
の
声
の
発
信

力
も
問
わ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　
　
　

（
畑
中　

大
子
）

　

町
は
原
発
事
故
の
影
響
で
、
一
時
、
コ
メ
の
作
付
け
を
全
面
的

に
自
粛
し
ま
し
た
が
、
試
験
栽
培
の
結
果
か
ら
安
全
性
に
問
題
は

な
い
と
し
て
、
自
粛
が
全
面
的
に
解
除
さ
れ
、
今
年
は
去
年
の
作

付
け
再
開
以
来
、
２
度
目
の
田
植
え
と
な
り
ま
し
た
。

　

稲
作
に
対
す
る
想
い
を
伺
い
ま
し
た
。　

が
ら
、
農
業
の
復
興
に
頑
張
り

た
い
。

　

広
野
町
の
農
業
な
く
し
て
双

葉
郡
の
農
業
再
生
は
な
い
！

発
行
・
編
集
責
任
者

議　
　

長　

鈴
木
紀
昭

広
報
委
員
会

委 

員 

長　

渡
邉
正
俊

副
委
員
長　

北
郷
幹
夫

委　
　

員　

塩　

史
子

委　
　

員　

渡
辺
久
長

委　
　

員　

門
馬　

巧

委　
　

員　

畑
中
大
子

委　
　

員　

小
磯
利
雄

　

私
は
、
昨
年
度
よ
り
稲
作
を
再

開
し
ま
し
た
。

　

再
開
に
あ
た
り
、
機
械
が
津
波

に
よ
り
流
失
し
て
し
ま
い
機
械
購

入
か
ら
の
始
ま
り
と
な
り
ま
し

た
。

　

昨
年
は
、
２
年
間
休
耕
し
て
い

た
た
め
、
ほ
と
ん
ど
倒
伏
し
て
し

ま
い
収
量
お
よ
び
品
質
が
あ
ま
り

良
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
年
は
、
安
全
で
お
い
し
い
良

質
米
を
収
穫
で
き
る
よ
う
に
努

め
、
１
日
で
も
早
く
風
評
被
害
が

な
く
な
る
よ
う
願
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

風にそよぐ緑のじゅうたん

ま
ちかど

インタビュー

お
い
し
い
お
米
を
収
穫
で
き
る
よ
う

稲
作
２
年
目
を
迎
え
て

稲
作
２
年
目
を
迎
え
て

次
の
定
例
会
は
９
月
で
す

●
発
行
／
福
島
県
広
野
町
議
会　

〒
９
７
９

－

０
４
０
２　

福
島
県
双
葉
郡
広
野
町
大
字
下
北
迫
字
苗
代
替
35　

●
編
集
／
広
野
町
議
会
広
報
委
員
会　

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
４
０

－
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－

４
１
６
５
（
広
野
町
議
会
事
務
局
）

大
おお

和
わ

田
だ

　久
ひさ

司
し

さん 
（下北迫・東町）

猪
い

狩
がり

　和
かず

也
や

さん 
（下浅見川・桜田）

　

　

平
成
26
年
の
梅
雨

は
、
７
月
に
入
っ
て
も

続
い
て
い
ま
す
。

　

気
温
も
あ
ま
り
高
く

な
い
状
況
で
す
が
、
稲

の
生
育
は
順
調
で
し
ょ

う
か
。

　

田
ん
ぼ
で
は
、
に
ぎ

や
か
な
カ
エ
ル
の
声
が

聞
こ
え
て
く
る
と
こ
ろ

も
あ
り
、
昔
な
が
ら
の

季
節
感
を
感
じ
て
い
ま

す
。

　

広
野
町
の
復
興
が
ど

の
程
度
進
ん
で
い
る

か
、
帰
還
し
た
人
も
、

そ
う
で
な
い
人
も
、
大

き
な
関
心
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　

一
番
問
題
な
の
は
商

業
施
設
が
た
り
な
い
こ

と
と
、
高
齢
者
世
帯
だ

け
の
帰
還
で
は
生
活
が

成
り
立
た
な
い
こ
と
だ

と
考
え
ま
す
。

　

ま
た
、
原
発
事
故
の

収
束
が
う
ま
く
行
っ
て

い
な
い
こ
と
や
賠
償
へ

の
不
信
感
が
根
底
に
あ

り
ま
す
。

　

６
月
議
会
後
に
は
、

石
原
環
境
大
臣
の
「
金

目
」
発
言
が
あ
り
、
双

葉
郡
・
県
民
の
怒
り
を

か
い
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
原
発
事
故

を
通
じ
て
、
国
策
が
い

か
に
私
た
ち
の
生
活
を

左
右
す
る
か
、
を
実
感

し
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

今
回
、
町
の
議
員
定

数
を
考
え
る
特
別
委
員

会
を
設
置
し
ま
し
た

が
、
地
方
の
声
の
発
信

力
も
問
わ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　
　
　

（
畑
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大
子
）
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